
環境・エネルギー工学専攻

趣旨と特色



環境・エネルギー工学専攻は学び研究した環境・エネルギー工学専攻は学び研究した
いという学生、社会人の願いを実現します。いという学生、社会人の願いを実現します。

環境・エネルギー工学専攻は平成17年4月に発足した新
しい専攻です。平成18年度大学院入試からは選抜方法、試
験科目について大幅な変更を行いました。平成19年度入試
ではさらに、語学の試験にTOEIC, TOEFLの導入や推薦入
試についての変更があります。大学で開催する説明会はこ
れらについても解説します。

環境・エネルギー工学専攻大学院説明会 2006年3月



①地球環境の持続性、自然環境保全、循環型社会形成、都市や地域の
創造保全、エネルギーの持続性などに深い関心を有している人

②課題対処の方法を専門領域にとらわれず探求し、責任をもって解決に
導いていくことのできる柔軟性と意欲を持った人

③自ら考え行動できる能力、協働の能力を持ち、リーダーシップを発揮しよ
うとする姿勢を持った人

④柔軟な思考力、豊かな感性、人間や自然界に対する探究心を持ってい
る人

環境・エネルギー工学専攻が求める人材像環境・エネルギー工学専攻が求める人材像

｢ユニークさ」、｢広さと横断性」。



様々な学問、工学、科学分野から成り立つ学術、
問題解決を志向した総合工学

基礎学理からの積み上げに終始する姿勢はとら
ない。同時に、問題を様々な視点から捉え、必要
に応じた適切な手法でソリューションを見出し、実
践してゆく。

問題発掘型教育システム

人類的課題に向かいあう技術者集団として共に育つ

環境・エネルギー工学専攻の博士前期課程学生への期待環境・エネルギー工学専攻の博士前期課程学生への期待
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演習、セミナー、特別講義など（広い視野と見識を養う）
研究開発計画法（問題発掘能力を伸ばす）
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査
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………
主プログラム１８単位以上、副プログラム８単位以上

メンター制度、PBL
（著名な研究者との交流が可能）

後期課程進学、官公庁、公的研究機関、大学、エンジニアリン
グ・プラント、コンサルティング、建設・設計、化学・材料、ガス・電
力、電気・電子、情報・通信、交通・運輸、起業 その他

幅広いキャリアパスに対応した教育システム（手法）幅広いキャリアパスに対応した教育システム（手法）
～ダブルメジャー教育、インターンシップ、メンター制度など～

インターンシップ科目
（技術の産業化や社会での実践の手順を習うことが可能）

キャリアパスを意キャリアパスを意
識した履修指導識した履修指導



幅広いキャリアパスに対応したダブルメジャー教育幅広いキャリアパスに対応したダブルメジャー教育
キャリアパス

（主）環境マネジメント 従来だと 国や自治体の環境政策分野、環境管理や環境コンサルティング
（副）共生環境デザイン → マスコミ、シンクタンク、出版
共生エネルギーシステム → エネルギー分野でのプラント管理
量子エネルギー → エネルギー政策分野

（主）共生環境デザイン 従来だと 公務員、電力・ガス、電鉄等、建設・不動産、設計事務所、情報
（副）環境マネジメント → コンサルタント、シンクタンク
循環型材料・資源システム → リサイクル分野、材料設計
共生エネルギーシステム → 省エネルギー設計など
量子エネルギー → プラント設計

（主）循環型材料・資源システム 従来だと 材料開発、環境リサイクル、環境政策分野、研究所、大学
（副）環境マネジメント → プラント
共生環境デザイン → 計算科学分野
共生エネルギーシステム → 自動車
量子エネルギー → ナノマテリアル

（主）共生エネルギーシステム 従来だと 電力・ガスなどエネルギー産業など
（副）環境マネジメント → 環境政策分野、環境管理や環境コンサルティング
共生環境デザイン → 設計事務所
循環型材料・資源システム → 環境リサイクル、省エネルギー
保全・共生システム → 環境コンサルタント

（主）保全・共生システム 従来だと 環境保全、環境コンサルタント、メーカの環境部門、医療・福祉、計
測機器など

（副）循環型材料・資源システム → バイオマテリアル
共生エネルギーシステム → 新エネルギー
環境リスク管理 → 安全・衛生

（主）量子エネルギー 従来だと 原子力メーカ、エンジニアリング、研究所など、電力会社、国・自治体
（副）環境マネジメント → 国や自治体の環境・エネルギー政策分野
共生環境デザイン → 情報関連分野
循環型材料・資源システム → 先端材料分野
共生エネルギーシステム → エネルギー産業全般

（主）環境リスク管理 従来だと 国や自治体、国際機関の環境政策分野、企業の環境管理やコンサ
ルティング分野など

（副）循環型材料・資源システム → 新材料開発
共生エネルギーシステム → 環境評価分野
保全・共生システム → メーカーの環境部門、福祉分野
量子エネルギー → 国、国際機関のエネルギー政策分野



幅広いキャリアパスに対応したダブルメジャー教育幅広いキャリアパスに対応したダブルメジャー教育

環境マネジメントプログラム環境マネジメントプログラム

共生環境デザインプログラム共生環境デザインプログラム

循環型材料・資源システムプログラム循環型材料・資源システムプログラム

共生エネルギーシステムプログラム共生エネルギーシステムプログラム

保全・共生システムプログラム保全・共生システムプログラム

量子エネルギープログラム量子エネルギープログラム

環境リスク管理プログラム環境リスク管理プログラム

プログラムの主な科目プログラムの主な科目

環境計画論、産業環境マネジメント論、熱環境システム特論、共生都市環境
論、地球代謝循環学 など

共生都市環境論、共生環境デザイン論、共生空間構成論、情報・メディア・コ
ミュニケーション論 など

生物環境工学特論、先端環境材料学特論、資源循環利用システム学特論、
エネルギー変換材料、環境調和材料学、グリーンケミストリー など

需要端エネルギーシステム工学、熱環境システム特論、地球代謝循環学、新
エネルギー化学、エネルギー変換材料 など

環境動態学特論、生物環境工学特論、環境バイオプロセス、先端医療工学、
福祉工学 など

中性子工学、原子炉物理学、原子炉工学、燃料サイクル、量子ビームバイオ
工学 など

技術リスク意思決定論、リスク対応実践論、リスクコミュニケーション論、リスク
マネジメント論、健康リスク評価 など

（専攻全体の基盤的共通科目）（専攻全体の基盤的共通科目） 演習科目、セミナー科目、研修科目、特別講義など演習科目、セミナー科目、研修科目、特別講義など



単なる「積み上げ型」ではなく「問題発掘型」重視の教育単なる「積み上げ型」ではなく「問題発掘型」重視の教育
広い視野と見識を養う「主査・副査」による論文指導広い視野と見識を養う「主査・副査」による論文指導

（例） 研究開発計画法研究開発計画法（２単位）
環境・エネルギーに関連した分野などから学生自らテーマを発掘し、問題の整

理、目標の設定、定式化、研究計画を立て、プレゼンテーションする。
一連の研究開発計画の企画、立案に関する方法論を身につけると共に、課題発掘
能力を養う。

論文指導論文指導
所属領域（研究室）の教員（主査）に加えて、他の領域の教員が副査として指導、審
査に加わる事によって、一つのテーマに対して異なる視点からも物事を捉える力を養
う。

所属研究室以外にも、他の複数の研究室のゼミナールに参加し、研究発表と議論を
行なう。

主論文以外にも、他の研究室から提示された副テーマについて調査研究を行なう。

修士論文発表会のほか、中間発表を公開の場で行ない、その後の研究の進展のた
めのチェックポイントとコメントを受ける場とする。



環境・エネルギー工学専攻の

講座と研究テーマ



教育プログラムと講座との関係
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講座と研究テーマ



環境システム学講座

• 環境マネジメント学領域
• 共生環境評価領域
• 資源循環利用システム学領域
（接合科学研究所）



大学院工学研究科 環境・エネルギー工学専攻
環境システム学講座

環境マネジメント学領域

教 授 盛岡 通 【地球循環共生工学領域・教授、分担】
TEL：06-6879-7676、e-mail：tmoriot@env.eng.osaka-u.ac.jp

助 手 齊藤 修、 山本 祐吾 （TEL：06-6879-7677）
特任助手 岡野 雅通、松井 孝典 （TEL：06-6879-7678）

都市、地域さらに国土、地球レベルの環境資源の保全、開発および管理に関するシステム論の
研究を工学的におこなっています。
環境への働きかけの枠組みの形成、シナリオの設定、道具・手段の開発などを扱って、人間環
境システムのマネジメントの科学的基礎を研究し、工学的な実務と実現可能性を重視しながら
システム研究を推進しています。
企業やNPO、行政組織との連携を積極的に進めて、産・官・民・学の協働のもとで循環・共生
マネジメントの共同研究に取り組んでいます。

■ 環境マネジメント学領域 <http://rio.env.eng.osaka-u.ac.jp/>
■「環境リスク管理のための人材養成」プログラム <http://rio.env.eng.osaka-u.ac.jp/risk/>
■「適応型リスクマネジメントモデルとマメジメント手法の研究」 <http://www.risk-management.jp/>

研究の概要

流域の自然共生と都市再生に関する
シナリオ誘導型政策研究

地球温暖化防止の社会制度と技術開
発システムのデザイン

環境調和型の高質な循環社会形成の
戦略とモデルの開発

企業と組織の環境マネジメントによ
る「環境共生の知恵」の開発

地域連携型の環境共生アクション・
プログラムのデザイン

リスク管理やコミュニケーション、
意思決定のモデルや手法開発

地球や地域、企業・組織の環境的持続可能性を広く視野に収め、人間環境システム研究を展開
しています。

主な研究領域

Eco-system 
Service提供
用地 (ha)

Eco-system 
Service提供
用地 (ha)
0 - 3

4 - 8

9 - 13

14 - 20

21 - 30

31 - 60



共生環境評価領域共生環境評価領域
Engineering for Assessing the Sustainable EnvironmentEngineering for Assessing the Sustainable Environment

共生環境評価領域の研究・教育目標

■人間活動が人々の生活環境および自然生態系に及ぼす影響を評
価し、環境を保全・回復・創造するための環境共生技術の効果を予
測するための工学技術を探求します。

そのために、
■地球・地域・都市・建築内空間のさまざまなスケールにおいて、人
間活動が、大気・水・熱エネルギーの環境循環に及ぼす影響と、人
間活動からの環境負荷物質の環境動態を明らかにします。

アプローチは、
■ Monitoring, Modeling, Managementの三つの手法の組み合わせが
基本であり、環境循環・環境動態を表現するための数理モデルを構
築し活用するアプローチのための工学技術を中心とした研究と教育
を行います。



共生環境評価領域の17年度の主要研究課題例

１．大気・熱・水・有害化学物質の環境循環量評価手法に関する研究

２．大気からの負荷が森林生態系に与える影響の評価手法に関する研究

３．アジア諸都市の大気環境管理に関するフィールドワーク研究

GC/MS

  花粉生産量

[1010個/ha/year]

森林データベース 花粉VOCｓ

GIS

グロースチャン
バー

オゾン濃度

森林枯損

生態系暴露

大気からの負荷が森林生態系に与える影響の評価手法に関する研究

共生環境評価領域のHP <http://moon.env.eng.osaka-u.ac.jp/>



資源循環利用システム学領域資源循環利用システム学領域
Circulatory System Engineering of ResourcesCirculatory System Engineering of Resources

資源循環利用システム学領域の研究内容

Replace Reliable

ReuseRecycle

RepairResources
Environmentally conscious

Energy
Electronics

Reduce

The 7Rs + 3Es are the targets of our research.

•リサイクル・リユースを前提としたものづくり
（有害物質フリー、長寿命）

•エネルギーと資源効率のよいスマートプロセス開発
（ゼロエミッション、新しい廃棄物処理プロセス）

•混ぜてはいけない
（スマート分別）

接合科学研究所スマートグリーンプロセス学分野
資源循環を考慮した環境に優しいものつくりと

環境低負荷型の資源有効循環利用システムの構築



１．有害物質フリーものつくりに不可欠の要素技術開発１．有害物質フリーものつくりに不可欠の要素技術開発 (Resources, Replace)(Resources, Replace)
有害物質を使用しないものつくりを推進するための材料、接合、生産技術の開発
を行い、リサイクル、再生、廃棄における環境負荷低減に貢献
２．エレクトロニクス実装における鉛フリーはんだ化関連技術研究２．エレクトロニクス実装における鉛フリーはんだ化関連技術研究 (Resources, (Resources, 
Replace)Replace)
実装のキーテクノロジーであるマイクロソルダリングに関わる鉛フリー関連の材料、
機器の改良、継手の長寿命化を行う
３．環境低負荷型接合材料と技術の開発３．環境低負荷型接合材料と技術の開発(Reliable, Reduce)(Reliable, Reduce)
導電性接着剤を用いた低温、低コスト、高信頼性接合を目指し、導電性フィラーや
接合界面ナノ構造の制御を行う
４．環境低負荷型リサイクル４．環境低負荷型リサイクル (Recycle, Reduce)(Recycle, Reduce)
環境に優しい有害物質フリー有価金属再生、低エネルギーリサイクル、高度素材
分別によるリサイクル素材の高品質・高性能化を推進
4.1 4.1 リサイクルリサイクル
水蒸気プラズマを用いたダイオキシンフリー廃棄物処理及びバクテリアリーチング
による有害金属と貴金属の回収
4.2 4.2 高度分別技術開発高度分別技術開発
YAGレーザ照射によるアルミニウム合金のスマート分別技術開発

資源循環利用システム学領域の研究類型

資源循環利用システム学領域のHP <http://www.jwri.osaka-u.ac.jp/~spc3/index.html>



共生環境デザイン学講座

• 都市環境デザイン学領域
• 環境設計情報学領域
• 環境心理学領域（人間科学研究科）



都市環境デザイン学領域

都 市
および

地 域

都市空間の構成
都市空間の公共的利用

国際比較研究
（とくにアジア都市）

都市・地域景観の形成と評価
歴史・文化など地域性を
重視した環境整備手法

住宅地をとりまく住環境
都市における住空間と住まい方
被災市街地の復興・整備

自然環境と人間環境の共生手法
人間の環境観 ・環境意識

市民参加型の
環境形成手法，
環境デザイン手法，
環境管理手法

住環境およびコミュニティ
のデザイン

都市空間のデザイン

参加のデザイン

景観・地域性のデザイン 自然との共生のデザイン

キーワード１

持続可能性

キーワード２

環境共生・自然共生・地域共生



環境設計情報学領域

共生環境デザイン
持続可能な共生環境デザイン手法

具体的な空間計画設計やまちづくりなど
の実践的研究

卒業後の進路
官公庁・民間デベロッパー・設計事務所・コン
サルタント・通信・製造・IT関連

デザインプロジェクト
中国青島・小舟木エコ村・高松4町パティオ広場

台湾交通大建築棟・釜山東明大キャンパス 等

支援システム構築
対話型設計システム

ビジュアルメディアによる参加・協働型システム

空間設計のための地域環境情報システム

小舟木エコ村

高松４町パティオ

複合現実感システム

http://interlab.jp/
http://interlab.jp/fukudablog/



環境資源・材料学講座

• 生物圏環境工学領域
• 量子線生体材料工学領域
• 環境材料学領域（接合科学研究所）
• 量子ビーム材料プロセス工学領域

（産業科学研究所）

• 量子物性工学領域（産業科学研究所）



Biotreatment

Bio-
remediation

Biorecovery / recycling

原料
廃棄物
／廃水

汚染製品

Green-
Product

金属酸化物の還元菌を
利用したレアメタルの
回収

BeforeBefore AfterAfter
白色腐朽菌（キノ
コ）を利用した着
色 廃 水 の 処 理
（上）と植生浄化
法による水域の浄
化（下）

油汚染環境の修復

微生物凝集剤の
生産

生物圏環境工学領域



今年度行っている主な研究テーマ今年度行っている主な研究テーマ

1. 内分泌攪乱化学物質の環境内挙動、生態影響の評価と
その制御技術の開発

2. バイオテクノロジーを利用したレアメタル（稀少金属）
汚染の浄化と資源回収

3. 有害化学物質の生物分解／有害化学物質汚染環境の
バイオレメデイエーション

4. 植物を用いた環境浄化と資源生産・循環
5. 環境浄化における外来微生物利用の効果とバイオリスク
の評価

6. 微生物機能を活用した廃棄物埋立処分場の安定化促進・
適正管理

7. 河川における化学物質分解ポテンシャル、微生物の
モニタリングによる健全性評価

8. 微生物を利用した廃水／廃棄物からの電気エネルギーの
生産（微生物電池） など



西嶋研究室（量子線生体材料工学領域）西嶋研究室（量子線生体材料工学領域）

・・バイオマテリアル・量子線プロセスに関する研究バイオマテリアル・量子線プロセスに関する研究
・・感性重視型材料感性重視型材料に関する研究に関する研究

・・非電離放射線非電離放射線制御制御に関する研究に関する研究

・・リハビリテーション工学リハビリテーション工学に関する研究に関する研究

研究分野

上記分野・テーマで上記分野・テーマでQOLQOLの向上を目指した研究を推進の向上を目指した研究を推進

生体材料 感性重視型材料
非電離放
射線制御 生体計測

リハビリテーション医療衣食住抗加齢

工学に基づいたQOL向上への貢献



感性重視型感性重視型材料材料

細菌・ウイルスなど

Paper Towel
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褥瘡（床ずれ）とは

皮膚に一定以上の圧力が一定時間以上加わり続けるこ
とにより、皮膚局所の血流が途絶え、虚血性の壊死が生
じて発症する皮膚潰瘍。 （要因：圧迫、ずれ、浸軟・乾
燥）

FEMによる褥瘡発生シミュレーション

皮膚粘弾性測定による皮膚損傷メカニズムの解析

20μm

量子線による老化メカニズム解明と天然由量子線による老化メカニズム解明と天然由
来物質によるラジカル来物質によるラジカル制御制御、、老化老化のの抑制抑制

バイオマテリアル・量子線バイオマテリアル・量子線プロセスプロセス

量子線と生体高分子の反応

ラジカル発生と老化の関係

量子線と細胞膜の反応

量子線

活性酸素

Fig.2 細胞膜における電気化学的測定

各種酸化ストレス付負荷における、細胞膜における酸化

還元反応を測定し、細胞機能能力を定量的に評価する。

活性酸素による眼の老化と予防
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STRESS=0.03472145

遠隔医療のための定量的表情解析

リハビリテーションリハビリテーション工学工学

脳波、脳磁解析や動作解析、表情解析など非侵襲の生体計
測にて身体情報を定量化し、医療や福祉分野へ応用すること
を目指しています。

動作解析による転倒
シミュレータの開発

脳波による機械制御プラットフォームの開発

MEG,EEG

非電離放射線制御非電離放射線制御

磁気磁気生体配送生体配送システムシステム

The 
target

DruDru
gg

Control of Magnets 

Inferioir vena cava

Nd‐Fe‐B magnetInferioir vena cava





(1)(1) 超高速超高速量子ビーム量子ビーム誘起現象誘起現象の解明と量子ビームナノファブリケーションのプロセスの確立の解明と量子ビームナノファブリケーションのプロセスの確立

time
Stroboscopic Method

Analyzing lightpulsed radiation

フェムト秒・アト秒
電子励起時間分解吸収分光システム

Picosecond laser

Femtosecond laser

Time
synchronization

Photocathode RF gun Linear accelerator

KLY

Magnetic
pulse compressor

フェムト秒・アト秒電子励起時間分解吸収分光システムの開発と超高
速量子ビーム誘起現象の解明
→フェムト秒・アト秒電子パルスの発生
→ダブルデッカー電子線加速器の開発
→等価速度分光パルスラジオリシスの研究

量子ビームナノファブリケーションの基礎過程とプロセスの確立

高強度低速陽電子ビームの生成

AMOC法を用いた高分子内陽電子消滅過程に関する研究

陽電子寿命測定法によるレジスト材料の放射線化学

初期過程に関する研究

BaF2 HPG

CFDD

AWG

TPHC

Spectro. Amp
Delay

CFDD

ADC

Gate&Delay

DelayMCA
Coincidence

SCA

Linear Gate Stretcher

PC

MCA

ADC

Gate&Delay

２光子消滅

時間情報

エネルギー情報

2次元マッピング

sample

Positron
Beam

ゲート

(2)(2) 陽電子ビームによるナノ構造・物性の評価陽電子ビームによるナノ構造・物性の評価

産業科学研究所

環境資源・材料学講座 量子ビーム材料プロセス工学領域

最先端の量子ビームを使った新しい材料プロセスの開発を主なテーマとしています。加速器からの超短時間パルス電子線
を物質に当て、そこで起こる現象や反応機構を調べることが可能な、世界最短時間分解能を誇るフェムト秒パルスラジオリシ
ス法を駆使し、フェムト秒・ナノ空間反応解析と呼ばれる新しい手法を用いたナノ材料プロセスの開発を行っています。今後
は、アト秒と呼ばれるさらに短い時間領域にも挑戦し、アト秒サイエンスへ展開する予定です。
これと並行して、陽電子ビームを用いて材料のナノ構造を調べる研究も行っています。これらの成果は、微細加工プロセス
をはじめとしたナノテクノロジーの研究に大いに役立っています。

教授 吉田 陽一、助教授 誉田 義英、助手 楊 金峰、助手 木村 徳雄



共生エネルギー・システム学講座

• 地球循環共生工学領域
• 都市エネルギーシステム領域
• 環境エネルギー材料工学領域



地球循環共生工学領域地球循環共生工学領域
Green Engineering for Global EnvironmentGreen Engineering for Global Environment

•• 温暖化など地球環境問題の解明と対策温暖化など地球環境問題の解明と対策

•• 現地調査，室内実験，技術開発，経済・環境性現地調査，室内実験，技術開発，経済・環境性
評価評価

•• 現在の主なテーマ現在の主なテーマ

–– 陸域二酸化炭素ソース／シンクのメソスケールマッピング陸域二酸化炭素ソース／シンクのメソスケールマッピング

–– 東シベリアの森林撹乱による生態系遷移と炭素循環の変化東シベリアの森林撹乱による生態系遷移と炭素循環の変化

–– 低温環境におけるメタン生成能とその代謝微生物の多様性解析低温環境におけるメタン生成能とその代謝微生物の多様性解析

–– 生態系モデルを応用した森林の環境保全・経済機能の評価生態系モデルを応用した森林の環境保全・経済機能の評価

–– 都市緑化・建物緑化による都市気候・水循環改善効果都市緑化・建物緑化による都市気候・水循環改善効果

–– 河川改修事業が文化財および社叢林に及ぼす影響の予測評価河川改修事業が文化財および社叢林に及ぼす影響の予測評価

–– 水－底泥系におけるセレン・ヒ素の生物化学的循環水－底泥系におけるセレン・ヒ素の生物化学的循環

–– 環境浄化における土着微生物への分解系プラスミド伝播・発現環境浄化における土着微生物への分解系プラスミド伝播・発現



都市エネルギーシステム領域

需要と供給の相互作用を含
めた都市エネルギーシステ
ム全体の環境影響評価

・LCA（ライフサイクルアセスメント）

・電源構成モデル

石油　68710

ガス　134272

固体燃料　44590

電力　80139

一般廃棄物　18401

発電所以外産業

　117428

民生　

92209

交通　44667

冷温熱用途　45753

動力照明など　46449

電力供給　33541

顕熱排熱　230675

潜熱排熱　54993

水系排熱　51312

発電所 73945

単位：TJ/ 年

発電量 29649

廃棄物処理　28876

産業廃棄物　4475

CGS 発電 2581

一廃発電 1221

47%

28%

25%

31%

64%

4%

100%

100%

15%
16%
9%

60% CGS 廃熱利用　1020

100%

22%

18%

32%

50%

78%

43%

52%

4%外部熱負荷 17634

部門別
エネルギー消費

形態別廃熱排出
・エネルギー転換

燃料種別
エネルギー消費 需要端の省エネルギー

技術評価・開発

・分散型発電

・自然エネルギー利用

・省エネルギー建築・住宅

・エネルギーサービス

・情報化と省エネルギー・DSM

ヒートアイランド現象
の低減と都市空間
の快適性向上

・ヒートアイランド現象の分
析と対策の立案・評価

・ヒートアイランド現象のイ
ンパクト評価

・地域気候を活かした省エ
ネルギー建築の計画技術
開発

都市エネルギー消費の
現状分析と将来予測

・都市エネルギー需要の将来
予測モデルと温暖化対策評価

・エネルギーフローモデル

都市エネルギーシステ
ムの評価と計画

・地域冷暖房システムのエネル
ギーシミュレーションと評価

・都市排熱の有効利用

・環境に優しい都市のエネル
ギーシステム計画



熱電変換材料の開発

ナノテクの応用

熱・環境バリアコーティング材

光触媒材料の開発

原子力材料の開発

様々な計算シミュレーションの応用

実用素子の現状
ZT=0.8

現在最高値
ZT=1.3

10 kW
以上

1 kW

100 W

10 W

1 W

0.1 W
以下

出
力

無次元性能指数ZT

携帯端末

ウエアラブルPC

自動車・焼却炉などからの廃熱発電

レジャー用携帯電源

発電所効率向上 タービンレス原子炉

途上国・非電荷地域家庭用電源

腕時計
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FREE (Future Resource and Energy and Eco 
materials)

環境エネルギー材料工学領域

マテリアルデザインからシステムデザインへ

Yamanaka Laboratory

持続可能なエネルギー社会

電磁気
核光

化学
熱機械



環境エネルギー材料工学領域
Yamanaka Laboratory

材料候補
の選定

研究の流れ

新規・高性能材料の開発

● cation
● anion
● cation
● anion

原子の軌跡

Zr

Zr

Zr

Zr

Zr

ZrZr

ZrH

Low

High

(2023) Plane

10 µm

ナノインデンテーション 電子状態

ナノ構造光触媒

500 nm

Heusler
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量子エネルギー工学講座

• 核エネルギー工学領域
• 量子ビーム応用工学領域
• システム量子工学領域
• 量子システムデザイン工学領域
• レーザー応用工学領域
（レーザーエネルギー学研究センター）

• レーザーエネルギー工学領域
（レーザーエネルギー学研究センター）



核エネルギー工学領域
原子炉の基礎である原子炉物理学の世界を保持し、それを革
新的原子炉の設計に応用すること。このため公募型研究費
をとり研究を実施しています。

TOPICS
○ 燃料棒内の温度分布、自己遮蔽空間分布を取り入れて核特
性を理論・実験面から研究する〝ミクロ炉物理″

○ プルサーマルの動特性
○ 革新的原子炉の設計研究

竹田研究室の研究の魅力
原子炉物理学は原子炉を作り出した学問であり、現在でも革
新的原子炉の基本原理の発案、計算科学としての進展、安
全評価の高精度化、臨界安全、物理現象の解明など幅広い
分野で非常に魅力のある学問です。



量子エネルギー工学講座・量子ビーム応用工学領域
Medical Beam Physics Laboratory

分子・細胞への光量子プロセスから組織・個体への医療応用を目指して

CellsCellsDNADNA OrganOrgan BodyBody
Diagnosis/Therapy

Disease 

研究テーマ

1. 赤外レーザーを用いた新規タンパク質分析システムの開発
2. 再生医療に向けた量子ビーム応用

• 赤外光によるリン酸化非破壊制御法
• 光によるOn-chip培養細胞管理システム

3. 光量子プロセスによる新規治療プロトコルの開発
• 超短パルスレーザーを用いた新規光化学治療
• ドラッグデリバリーシステム

4. 赤外レーザーによる生体分子結合の計測制御
• 粥状動脈硬化症の新規中赤外レーザー形成術
• 中赤外レーザーを用いた歯科治療法

競争的資金

•平成14年度知的クラスター創生事業 「光量子プロセスによる生体分子制御」拠点研究室
•平成16年度 21世紀COEプログラム 「細胞・組織の統合制御にむけた総合拠点形成」拠点研究室
•平成17年度戦略的創造研究推進事業 CREST 「超高分解能高速イメージング質量分析技術の構築」拠点研究室

＊Oregon Medical Laser Center との学生交流を初めとする共同研究を実施



システム量子工学領域

トカマクプラズマの数値解析

IFMIF用液体金属ターゲットの研究

核融合プラズマ加熱ビーム装置の研究

高速増殖炉の新型熱交換器の研究



燃料粒子充填シミュレーション

量子システムデザイン工学領域

渦の生成シミュレーション

流れの中の円柱の振動と流れの乱れ

熱交換器での液体金属と水の反応

• システム工学：環境に調和したエネルギーシステムの設計研究、安全研究
– 次世代型革新的原子炉など

• 計算科学：目に見えない現象をシミュレーションで解明する
– マルチスケール・マルチフィジックス現象を数値実験する

• 統計科学：複雑で不確定な状況での人間の工学技術意思決定
– シミュレーションを信用してエネルギーシステムを設計しても良いか？

新型高速増殖炉の設計



光学系の開発 レーザー研究 II
（高ピークパワー化）

レーザー研究 I
（高出力化）

レーザー応用研究

量子エネルギー工学講座／パワーフォトニクス研究部門
（レーザーエネルギー学研究センター）

光学材料の開発
・レーザー材料
・コーティング材料
・製膜技術

物性評価
・吸収、発光特性
・屈折率
・熱伝導率

  

高出力レーザー
の開発

・10 J, 10 Hz出力
・1 kJまで設計可能

高ピークパワーレーザーの開発

・100 fs, 10 GW

裁縫針

材質：銅
330 µ m φ３µm

630nm

先端部

レーザー応用
・超微細加工
・ナノ構造

パワーフォトニクス



量子エネルギー工学講座／レーザー核融合学部門
（レーザーエネルギー学研究センター）

レーザーは極短時間に極
めて小さい場所にエネル
ギーを集中できる特徴が
有ります。レーザー研で
はこの特徴を生かして核
融合や次世代半導体リソ
グラフィー用光源の開発
をしています。



環境・エネルギー工学専攻の

教育プログラム



教育プログラムと講座との関係
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保全・共生
システム

循環型材料・
資源システム

共生エネルギー
システム

量子エネルギー環境マネジメント

共生環境デザイン

環境リスク管理

ダブルメジャーを目指す教育プログラム

主で18単位、副で8単位以上、合計で30単位以上の取得を

教育は７プログラムで



環境マネジメント教育プログラム

教育プログラムのポリシー：

工学技術システムと社会システムの両方にまたがった領域工学技術システムと社会システムの両方にまたがった領域を対象とし、持続可持続可
能なシステムをデザイン能なシステムをデザインするとともに、主体間の連携の下で環境行動の運営を図主体間の連携の下で環境行動の運営を図
る学理と実践る学理と実践について学び、研究します。
専攻の他のプログラムの横のつなぎを意識して、環境・エネルギーの問題解決
のための環境システムと環境マネジメントを研究と教育の対象とします。
問題の発見からマネジメント・プログラムの策定、運用までの総合的プロセス
や、不確実性を考慮して現象解析の結果を評価した社会システムの設計などを研
究し、環境コミュニケーションのプラットフォームのデザインすることなどで、
持続可能な循環型社会の形成をはかる技術と社会システムを提案持続可能な循環型社会の形成をはかる技術と社会システムを提案します。
以上を通して、国家・地方行政、国際機関、企業、民間組織等で専門的技量を
持って貢献しうる人材を育てます。

主な開講科目：
環境計画論、産業環境マネジメント論、
熱環境システム特論、共生都市環境論、
地球代謝循環学、資源循環利用システ
ム学特論など

進路：
国や自治体での環境政策分野、企業の
環境管理や環境コンサルティング分野
など

Eco-system 
Service提供
用地 (ha)

Eco-system 
Service提供
用地 (ha)

0 - 3

4 - 8

9 - 13

14 - 20

21 - 30

31 - 60



共生環境デザイン教育プログラム

教育プログラムのポリシー：

人間と環境の関わりあい人間と環境の関わりあいを洞察し、持続可能な都市及び居住環境のあり方持続可能な都市及び居住環境のあり方を探ります。
人間環境を、①政治・経済・法制度・歴史・文化などの社会的環境社会的環境ならびに、②自然や
人工構築物によって空間空間的に構成されるものと位置づけ、その空間的なフィールドにお空間的なフィールドにお
いていて、「人間と人間」「人間と自然」「人間と技術」「人間と（個性をもった）個々の場所」の
共生のあり方を追求共生のあり方を追求していきます。
本プログラムが掲げている「デザイン」「デザイン」とは、単にものごとを美しく装うことではなく、様々様々
な要素の関係性からその組み立てを構想し、物事に形を与えるな要素の関係性からその組み立てを構想し、物事に形を与えるということです。
この観点から、人間環境、とりわけ都市環境のしくみの解明や「デザイン」の方法都市環境のしくみの解明や「デザイン」の方法、さら
に「デザイン」における住民や自治体などの参加・協働のあり方「デザイン」における住民や自治体などの参加・協働のあり方、それらに必要な情報シ情報シ
ステムのあり方ステムのあり方について講義します。
工学の枠にとらわれずに広く人文・社会科学の学理にも触れていきます。

主な開講科目：
共生都市環境論、共生環境デザイン論、共生空間構成論、情報・メディア・コミュニケーション論、
リスクコミュニケーション論、リノベーションまちづくりデザイナーの養成など

想定進路：
国、地方公共団体、公的機関（都市再生機構等）、公益企業（電力・ガス、電鉄等）、
建設・不動産業、住宅産業、建築設計事務所、コンサルタント（計画系）、シンクタンク、マスコミ、
出版、大学、研究機関
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循環型材料・資源システム教育プログラム

教育プログラムのポリシー：

循環型材料循環型材料や廃棄物の再資源化再資源化などを指向した材料開発材料開発、資源の再利用技術を
基礎としたシステムの構築をリードする人材を育成します。
そのために、材料の機能向上だけにとらわれず、再利用が容易に行なえるよう
な材料設計材料設計や材料創生プロセス材料創生プロセスを教授します。また、資源利用の循環を環境の視
点から捉え、マネジメントする手法も教授します。
とくに、（１）（１）環境調和型材料環境調和型材料、（２）（２）環境低負荷プロセス環境低負荷プロセス、（３）（３）材料リサ材料リサ
イクル技術イクル技術に重点をおき、廃棄物の再資源化再資源化、再生可能資源再生可能資源の利用方法などを学
習します。
研究者の育成に関しては、「循環型材料・資源システム」は様々な工学の複合
であるので、様々な視点から問題点を捉え、適切に対処していくことが要求され
ます。従って、学理の追求にとらわれず、多様な手法を取り入れた問題解決型環問題解決型環
境技術境技術に習熟し、資源の有効利用資源の有効利用と環境共生型材料の生産環境共生型材料の生産など資源循環のマネジ資源循環のマネジ
メント技術メント技術を習得した人材を育成します。

主な開講科目：
環境調和材料学、エネルギー資源リサイクル工学、グリーンケミストリー、資源循環利
用システム学特論、先端環境材料学特論、エネルギー変換材料、生物環境工学特論など

想定進路：
材料開発分野、環境リサイクル分野、（国や自治体での）環境政策分野、
研究所や大学での教育・研究分野など



共生エネルギーシステム教育プログラム

教育プログラムのポリシー：

先端技術先端技術を用いたエネルギー変換システムエネルギー変換システムの開発開発のみならず、更新可能エネル更新可能エネル
ギーギーなどの活用、省エネルギー省エネルギーのようなエネルギーを合理的に使うシステム、QOLQOLをを
高める高めるためのエネルギーの利用システムなどを含む、環境と共生する２１世紀社会に環境と共生する２１世紀社会に
相応しいエネルギーシステムの構築やマネジメント相応しいエネルギーシステムの構築やマネジメントを目指します。
エネルギーシステムには、地球規模のエネルギー循環や次世代との公平性という
時空間軸時空間軸をもつ、資源・環境・文化等に関わるさまざまな難問資源・環境・文化等に関わるさまざまな難問が関係しています。
これらの問題を正しく認識問題を正しく認識でき、技術・人文社会科学の両面の知識技術・人文社会科学の両面の知識を活用して、不
確実性も考慮に入れた適切な戦略を立て戦略を立て、解決のための具体的なシステム展開具体的なシステム展開がで
きる人材の養成を目指します。

主な開講科目：
需要端エネルギーシステム工学、熱環境システム特論、環境バイオプロセス、
新エネルギー化学、エネルギー変換材料、地球代謝循環学原子炉工学、安全工学、
レーザーエネルギー工学、システムデザイン、研究開発計画法、グリーンケミストリーなど

想定進路：
エネルギー関連（電力・ガス）、製造業、建築、建築設備、プラント、国・地方公共団体、大学、
研究機関



保全共生システム教育プログラム

教育プログラムのポリシー：

環境を保全し自然と共生しつつ、より安全・安心な社会を構築してゆくため

の工学的アプローチを探求します。

環境を地球システムと社会システムとからなる統合システム統合システムとしてとらえる

視点を維持しつつ、個別技術個別技術までを視野に入れた教育・研究を行います。

自然と人間活動とのかかわり自然と人間活動とのかかわりを解明するための環境モニタリング・解析技術、

人の健康・自然生態系の健全性人の健康・自然生態系の健全性にかかわる環境リスクの評価手法、生態系の診

断・計測技術を通じた医療・福祉分野への応用、水・大気・土壌の環境浄化・

修復技術、人間活動の環境への負荷低減のための工学的対応技術工学的対応技術を研究します。

環境保全環境保全技術の開発と実践に貢献しうる人材、保全技術をビジネスとして発

展させることのできる人材、関連分野の基礎研究を担う研究者を育成します。

主な開講科目：
地球代謝循環学、環境動態学特論、生物環境工学特論、熱環境システム特論、

先端医療工学、福祉工学など

想定進路：
環境保全技術分野、国・自治体の環境政策分野・環境研究分野、教育分野、

環境コンサルタント、各種メーカーの環境部門、医療・福祉分野、
計測機器メーカーなど



量子エネルギー教育プログラム

教育プログラムのポリシー：

極小のミクロ世界極小のミクロ世界から社会全体のマクロな分野社会全体のマクロな分野を包含した将来のエネルギー将来のエネルギー

システムシステム、特に世界をリードする原子力システム原子力システムの開発並びにその応用により、

２１世紀を拓く人材を育成します。

炉物理、熱力学、流体力学、計算科学などの基礎分野から、安全性、革新炉、

核融合炉、量子ビーム、医療・バイオ工学に至る幅広いエネルギー開発、応用

を教授します。

主な開講科目：

中性子工学、原子炉物理学、原子炉工学、量子ビーム工学、放射線計測学、

量子ビームバイオ工学、先端医療工学、リスクマネジメント論など

想定進路：

原子力メーカー、エンジニアリング会社、研究所、大学、電力会社、

国・自治体など



環境リスク管理教育プログラム

教育プログラムのポリシー：
環境リスク管理に関する体系的かつ実践的なスキル環境リスク管理に関する体系的かつ実践的なスキルを獲得し、新たな環境の動向に対して、

人類的な持続可能性を見据えた「先取り先取り」や「予防的行動予防的行動」あるいは組織としての「未来志未来志
向性向性」を展開しうる知識・技能を有する人材の養成を目指します。
実務的な経験を有する内外の従事者の講義や演習を備え、化学物質の有害性に関するリス

ク解析、異なる関係者間のコミュニケーションやプロジェクト・マネジメント等に関する講
義と同時に、OJTOJT的な技法を積極的に導入して、実地での事例学習と体験支援的な技法を積極的に導入して、実地での事例学習と体験支援によって、実

務的な技術者・研究者を育成します。
開講科目の30単位以上の修得により、プログラムとして外部認定機関から「環境リスク「環境リスク

マネジャ」の認定マネジャ」の認定を受けられる仕組みを有しています。

主な開講科目：
技術リスク意思決定論、リスク対応実践論、リスクコミュニケーション論、リスクマネジメント論、
化学物質の環境リスク評価、健康リスク評価、リスクマネジメント・システムなど

想定進路：
国や自治体、国際機関の環境政策分野、企業の環境管理やコンサルティング分野などで、環境リス
ク・エンジニア、環境リスク・スーパーバイザー、環境リスク・コミュニケーターなどとして活躍。



修了生の進路

大学
大阪大学、京都大学、名古屋大学、山梨大学、都立大学、成蹊大学、龍谷大学 、京

都精華大学、北京大学、浦港工業大学、金烏工科大学校、ハノイ科学大学、
University of Indonesia、The Open University of Sri Lanka など

官公庁
環境省、経済産業省、国土交通省、文部科学省 、防衛庁、大阪府庁、長野県庁、福

岡県庁、大阪市役所、神戸市役所、京都市役所、名古屋市役所、福岡市役所、伊丹
市役所、中国吉林省水利庁など

研究機関

国立環境研究所、日本原子力研究所、核燃料サイクル開発機構、科学技術振興事
業団、国土技術政策総合研究所、通信総合研究所、国土技術政策総合研究所、大
阪市立工業研究所、日本総合研究所、関西総合研究所、野村総合研究所（2）、UFJ
総合研究所、ゾネ・フラウ環境研究所など

電力／
エネルギー

関西電力、東京電力、四国電力、北海道電力 、日本原子力発電、西部ガスなど

建設会社／

設計コンサル
タント

竹中工務店、大林組、鹿島建設、安藤建設、日建設計、昭和設計、三井ホーム、積水
ハウス、大和ハウス工業、パシフィックコンサルタンツ、第一復建、中央復建コンサル
タンツ、森ビル、都市環境研究所、ランドブレインなど

交通／運輸 阪急電鉄、京阪電気鉄道

その他
富士写真フィルム、クボタ、明治乳業、森永乳業、キャノン、セイコーエプソン、本田技
研工業、サントリー、丸紅、三井住友銀行、日本経済新聞社、フジテレビジョン、電通
など



平成19年4月入学
大学院入学試験の概要



一般入試（予定）

推薦入試分を含めて７６名程度
願書受付 平成18年7月25日から28日

郵送 書留7月26日消印

選考試験 平成18年8月21日から23日
場所 大阪大学大学院工学研究科

環境・エネルギー工学専攻講義室



試験科目
外国語
外国語（英語）の筆記試験は実施せず、平成16年6月1
日以降に受験したTOEICまたはTOEFLの成績を利用す
る。

専門基礎科目
５科目１５題の中から５題を選択して解答

専門科目
７分野に関する２０数題の設問の中から２つ以上の分
野にわたって５題を選択して解答

小論文
口頭試問



基礎数学 微分方程式、線形代数学、確率統計

基礎物理 質点系の力学の基本法則、熱力学
の基本法則、電磁気学の基本法則

基礎化学 化学結合論、物質の状態、平衡論、
反応速度論

基礎生物 細胞の構造と機能、遺伝と遺伝情報、
生態学基礎（物質生産、食物連鎖、
植生遷移）

科学技術論基礎 論理的思考能力を問う論述形式の
出題を行う

専門基礎科目



保全・共生システムに関す
る設問

環境中の熱・物質循環、排水・廃棄物処理及び環境修
復技術、環境と生態系

循環型材料・資源システム
に関する設問

材料科学（環境調和型材料、環境低負荷プロセス、材
料リサイクル技術、原子力燃料材料を含む）、応用化
学

共生エネルギーシステムに
関する設問

エネルギーと資源・環境、再生可能エネルギー、エネル
ギー変換、エネルギーとエントロピー、省エネルギー

量子エネルギーに関する設
問

炉内での中性子の挙動、伝熱現象、量子ビーム工学、
電気・電子工学

環境マネジメントに関する
設問

環境システム分析、代替案評価、社会システム設計

共生環境デザインに関する
設問

都市・地域の計画と環境デザイン、環境設計と実現技
術、空間構成手法

環境リスク管理に関す
る設問

不確実性分析、影響評価

専門科目



小論文 問題発掘能力・研究計画立案能力な
どを問う論述形式の出題を行う

口頭試問 論文内容などに関する試問を行う



推薦入試（予定）若干名
予備審査願書受付
平成18年5月15日から17日
郵送 書留18年5月15日消印
審査結果は6月9日までに郵送する

願書受付
平成18年6月12日から14日
郵送 書留18年6月12日消印

選考
平成18年7月12日（予定）
場所 大阪大学大学院工学研究科



１．推薦入学特別選抜 予備審査申請書

２．推薦入学特別選抜履歴書

３．志望理由書

４．成績証明書

５．推薦書

６．博士前記課程推薦入学のための研究希望
調書

７．博士前記課程推薦入学のための研究分野
希望調書

８．連絡受信先シール

予備審査願書 （募集要項含）



９．大学院入学願書

１０．受験票・写真票

１１．卒業（見込み）証明書

１２＊．学士の学位証明書

１３＊．外国人登録原票記載事項証明書

１４．受験票送付用封筒

１５．検定料納付証明書

受付願書 （募集要項含）



試験科目
口頭試問

平成16年6月1日以降に受験したTOEICの
Official Score CertificateまたはTOEFLの
Official Score Reportを提出すること。



留学生の大学院入試（別枠入試）
外国語
英語は、平成16年6月1日以降に受験したTOEICまたは
TOEFLの成績を利用する。日本語のみ実施。
専門基礎科目・専門科目 各１科目選択

口頭試問
試験問題文、口頭試問は英語を選択可。

試験日時
一般入試日(8月)、および12月の2回実施する。格段の
事情がない限り、12月入試を薦める。
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